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幼児まつりでみこしをかつぐ園児たち

長
浜
町
幼
児
ま
つ
り

二
十
一
世
紀
を
背
負
う
子
供
た
ち
に
夢

と
思
い
出
を
と
五
月
三
十
日
、
町
民
運

動
場
で
第
三
団
長
浜
町
幼
児
ま
つ
り
が
聞

か
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
太
陽
の
お
母
さ
ん
運
動
推
進

協
議
会
の
主
催
に
よ
る
も
の
で
、
保
育
所

や
幼
稚
園
の
大
ぜ
い
の
園
児
と
父
兄
が
参

加
。
開
会
と
と
も
に
限
り
な
い
夢
を
託
し

た
風
船
を
大
空
高
く
放
ち
ま
し
た
。

ま
た
、
子
供
た
ち
が
お
母
さ
ん
と
い
っ

し
ょ
に
作
っ
た
か
わ
い
い
み
こ
し
が
登
場
、

「
ワ
ッ
シ
ョ
ィ
、
ワ
y
シ
ョ
イ
」
会
場
を
練

り
歩
く
と
父
兄
た
ち
か
ら
は
盛
ん
な
拍
手
、

祭
り
は
最
高
潮
。

一
方
、
動
物
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
ヒ
ヨ
コ

や
ウ
サ
ギ
を
追
い
か
け
て
子
供
た
ち
は
大

は
し
ゃ
、
ぎ
。

最
後
に
呉
海
上
自
衛
隊
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

の
演
奏
で
漫
画
の
主
題
歌
な
ど
を
歌
っ
て

し
め
く
く
り
ま
し
た
。

今月警の主話内容
。キウィフルーツの産地化めざして… 2~3

0町議会第 2@臨時会…....…......…・回目・ 4

0わがグループ(大和剣道会)…..…・田・・・5

0うちのおとうさん(矢野和美さん)….6

0一歳ですコンニチハ(谷上美穂ちゃん)6 

0まちの先覚者(黒田直保)・・・田…・・田・ ・・・ 8

0桜田和夫さん自衛隊父兄会で功績 ....9

0農業委員選挙7月15日・・・ ・・・…一 ....10 

0戸籍のうごき….. ・・・・ ・・ ・・ ・・・・…・.10



-2-

キウィフルーツの産地化めざして…一一 一一

キ
ウ
ィ
フ
ル

ー
ツ
は
マ
タ
タ

ビ
科
の
く
だ
も

の
で
、
原
産
は

中
国
で
す
が
、

今
日
の
よ
う
に

企
業
的
な
栽
培

が
行
わ
れ
て
い

る
の
は
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
だ

け
で
、
す
で
に

一
九
六
四
年
に

八
十
五
ヘ
ク
タ

ー
ル
、
八
百
四

十
ト
ン
あ
っ
た

そ
う
で
す
。
そ

の
後
ア
メ
リ
カ

に
も
普
及
し
、

企
業
的
に
栽
培

さ
れ
は
じ
め
、

主
に
こ
の
こ
か

固
か
ら
輸
入
さ

れ
て
い
ま
す
。

日
本
へ
は
、

昭
和
田
十
五
年

に
は
じ
め
て
導

入
さ
れ
、
そ
の

後
各
県
で
栽
培

さ
れ
、
み
か
ん
に

代
わ
る
果
実
と

し
て
大
き
な
脚

光
を
あ
び
る
よ

う
に
な
り
、
五

十
八
年
度
に
は

栽
培
面
積
千
七

百
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

生
産
量
四
千
五

百
ト
ン
に
ま
で

本
町
の
キ
ウ
ィ

栽
培
の
歩
み

本
町
で
は
温
州
み
か
ん
国
や
水
田
の

転
換
作
物
と
し
て
期
待
さ
れ
、
昭
和
五

十
三
年
度
に
は
じ
め
て
導
入
さ
れ
、

0
・

一
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
ス
タ
ー
ト
、
五
十
五

年
度
に
は
六
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
増
え
、

0
・
七
ト
ン
の
生
産
が
あ
り
ま
し
た
。
五

十
八
年
度
に
は
十
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
七

十
五
ト
ン
の
生
産
が
あ
り
、
一
個
当
り

農
家
の
手
ど
り
が
約
五
十
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

六
十
年
度
に
は
、
作
付
面
積
が
五
十

ヘ
ク
タ
ー
ル
を
め
ざ
し
て
推
進
さ
れ
て

い
ま
す
。

キ
ウ
イ

植 フ
Yレ

栽 i

t也ツ

の

キ
ウ
ィ
は
土
地
が
深
く
、
か
ん
水
の

で
き
る
と
こ
ろ
が
適
地
で
、
春
先
に
風

が
強
く
当
た
ら
な
く
て
、
晩
霜
、
早
霜
の

降
り
な
い
温
か
い
土
地
が
条
件
で
す
。

ヘ
イ
ワ
l
ド
品
種
の
特
性

数
あ
る
品
種
の
中
で
本
町
で
推
進
さ

長浜町におけるキウィ栽培の歩み

年度 面 積 生産量

53年 O.lha t 

54 4.2 

55 6.5 0.7 

56 11.0 1.6 

57 15.0 28.0 

58 18.0 75.0 

59 25.0 150.0 

注目されるキウィれ
て
い
る
の
は
ヘ
イ
ワ

l
ド
で
す
。
こ

れ
は
開
花
時
期
が
非
常
に
遅
く
、
モ
ン

テ
ィ
と
同
じ
か
や
や
早
め
で
す
。
果
実

が
大
き
く
、
品
質
も
最
高
に
よ
く
、
貯

蔵
期
間
も
長
く
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

の
主
力
品
種
で
、
わ
が
国
に
輸
入
さ
れ
、

市
場
に
出
回
っ
て
い
る
果
実
は
、
ほ
と

ん
ど
が
こ
の
へ
イ
ワ

l
ド
種
で
す
。

た
だ
、
結
実
が
他
の
品
種
に
比
べ
て

一
年
ぐ
ら
い
遅
く
、
収
量
も
劣
る
と
い

う
難
点
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
最
も

有
望
な
品
種
で
、
市
場
性
な
ど
長
い
自

で
み
れ
ば
こ
の
へ
イ
ワ

l
ド
種
の
技
術

向
上
を
図
っ
て
主
力
品
種
に
な
る
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。

キ
ウ
ィ
は
雌
雄
異
株

キ
ウ
ィ
は
雌
株
と
雄
株
が
異
な
る
「
雌

雄
異
株
」
で
す
。
キ
ウ
ィ
の
雄
株
の
花

は
、
無
数
の
雄
し
べ
に
固
ま
れ
て
、
退

化
し
て
し
ま
っ
た
子
房
を
持
っ
て
い
ま

す
。
雌
株
の
花
も
、
子
房
は
無
数
の
雄

し
べ
に
固
ま
れ
で
い
ま
す
が
、
雄
し
べ

は
生
産
能
力
の
あ
る
花
粉
を
持
っ
て
い

な
い
か
ら
、
果
実
を
結
実
さ
せ
る
た
め

に
は
同
じ
果
樹
園
の
中
に
、
雌
株
と
雄

株
を
ま
ぜ
て
植
え
込
ま
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
し
か
も
、
こ
の
雌
株
と
雄
株

は
、
同
時
期
に
花
の
咲
く
品
種
を
選

ば
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
キ
ウ
ィ

は
雄
株
の
品
種
選
び
も
大
切
で
す
。

キ
ウ
ィ
栽
培
の
条
件

キ
ウ
ィ
を
果
樹
園
芸
と
し
て
成
功

さ
せ
る
た
め
に
は
、
適
地
適
作
の
原

則
に
し
た
が
っ
た
土
地
の
選
定
で
す
。

適
地
と
は
、
気
候
的
に
条
件
が
満
た

さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
で
す
。
つ
ま

り
、
①
気
温
か
ら
み
て
ど
う
か
②
降

水
量
か
ら
み
て
ど
う
か
③
日
照
の
点

は
ど
う
か
④
降
霜
の
心
配
は
な
い
か

⑤
春
先
の
強
風
は
ど
う
か
、
台
風
は
ど

う
か
⑥
土
壌
条
件
は
ど
う
か
、
た
と
え

ば
、
肥
沃
地
か
、
や
せ
地
か
、
普
通
地

か
⑦
乾
燥
地
か
⑧
傾
斜
地
か
平
坦
地
か

⑨
さ
ら
に
交
通
や
経
済
的
土
地
の
条
件

は
ど
う
か
、
な
ど
で
す
。

植
え
付
け
時
期

キ
ウ
ィ
苗
の
植
え
付
け
時
期
は
、
十

一
月
か
ら
三
月
ま
で
の
聞
が
適
期
で
す
。

輸
入
苗
の
場
合
は
、
真
夏
の
新
植
を
遅

ら
せ
て
仮
植
し
て
お
き
、
三
月
に
定
植

し
た
方
が
生
育
が
よ
い
場
合
も
あ
り
ま

す。
六
月
ご
ろ
に
定
植
す
る
場
合
は
、
十

分
な
土
ゃ
つ
く
り
と
か
ん
水
、
日
よ
け
を

怠
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で

す。

植

とA
栽け

植 fte.

F 

棚
仕
立
て
・
肥
沃
地
の
場
合
で
、
本

町
で
は
十
ア
ー
ル
当
た
り
四
十
二
本
(
雄
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六
本
、
雌
三
十
六
本
)
、
栽
植
距
離
は
株

間
六
川
×
畦
間
四
引
が
標
準
で
す
。

棚
仕
立
て
・
普
通
地
の
場
合
で
十
ア

ー
ル
当
た
り
裁
植
本
数
は
四
十
八
本
(
雄

八
本
、
雌
四
十
本
)
、
栽
植
距
離
株
間
五

μ
×
畦
間
五
日
川
で
す
。

こ
の
考
え
方
は
、
キ
ウ
ィ
が
成
木
に

達
し
た
場
合
、
自
然
に
大
き
く
枝
を
伸

ば
し
、
し
か
も
樹
聞
に
い
く
ぶ
ん
の
空

間
を
と
り
、
樹
冠
内
に
太
陽
の
光
が
当

た
る
よ
う
に
す
る
の
が
一
応
の
目
安
で

す。

本直

予え

，_L-，. 

J¥ 

キ
ウ
ィ
は
、
樹
勢
が
旺
盛
で
あ
る
た

め
、
植
え
穴
も
大
き
目
に
し
、
一
般
的

に
は
直
径
六
十
セ
ン
チ
、
深
さ
六
十
セ

ン
チ
く
ら
い
で
す
が
、
肥
沃
な
土
壌
の

場
合
、
直
径
一
灯
、
深
さ
六
十
セ
ン
チ

が
よ
い
よ
う
で
す
。

ま
た
、
乾
燥
ぎ
み
の
土
壌
で
も
植
え

穴
を
大
き
く
し
、
根
の
発
達
を
よ
く
し

て
、
地
下
水
を
多
く
吸
い
上
げ
る
よ
う

に
す
れ
ば
、
極
端
な
干
害
で
な
け
れ
ば
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同一一一 一キウィフルーツの産地化めざして

達
し
て
い
ま
す
。

長
浜
町
で
も

温
州
み
か
ん
の

消
費
停
滞
か
ら

脱
却
す
る
た
め
、

昭
和
五
十
三
年

に
水
田
や
み
か

ん
闘
の
転
換
作

物
と
し
て
期
待

さ
れ
、
導
入
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
キ
ウ

ィ
フ
ル
ー
ツ
は

町
の
特
産
品
と

し
て
指
定
さ
れ
、

今
後
が
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
の

で
、
栽
培
の
歩

み
、
栽
培
管
理

な
ど
に
つ
い
て

ζ
紹
介
し
ま
す
。

防
止
で
き
ま
す
。

十

回

の

植
え
付
け
方

植え穴と植え付け(肥沃地)
若
木
の
こ
ろ
に
よ
い
生
育
を
し
た
木

は
、
そ
の
生
長
や
生
産
力
に
大
き
く
影

響
し
ま
す
か
ら
、
で
き
る
だ
け
植
え
穴

は
大
き
く
し
、
そ
こ
に
有
機
質
肥
料
や

堆
肥
な
ど
を
投
入
し
、
土
壌
の
物
理
的

性
質
を
改
善
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

苗
の
植
え
付
け
方
は
、
ま
ず

図
の
よ
う
に
堆
肥
の
上
に
合
い

土
を
入
れ
、
中
央
を
少
し
高
め

に
盛
り
あ
げ
ま
す
。
そ
の
上
に

苗
を
わ
き
、
そ
の
と
き
根
は
で

き
る
だ
け
よ
く
広
げ
て
、
根
と

根
が
重
な
ら
な
い
よ
う
に
安
定

さ
せ
、
浅
植
え
に
す
る
よ
う
に

土
を
入
れ
て
し
っ
か
り
押
え
ま

す
。
そ
の
上
に
周
辺
の
土
を
埋

め
一
戻
し
、
そ
の
と
き
、
土
が
キ

ウ
ィ
苗
の
根
の
中
に
ま
で
よ
く
入
る
よ

う
に
、
苗
を
少
し
ず
つ
動
か
し
な
が
ら

固
定
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

苗
の
植
え
深
さ
が
き
ま
っ
た
ら
周
辺

の
土
を
埋
め
戻
し
、
足
で
し
っ
か
り
踏

み
つ
け
ま
す
。

月 生育過程 主な作業 摘 要

l 休眠期 せん定

土壌管理 石灰を投入し、土壊PHを6目5位に保つ。

欄の整備 線のゆるんだ部分を締め、支柱・杭等を

補強する。

2 発根期 春肥の施用 10a (N) 5ー(P)4-(K)4

接 木

3 苗木の極付 植穴へはたいHE.石灰等を投入する。

10 a当りメン40本オン 5本

(5.5m x 4m) 

4 発芽伸長期 芽かぎ

5 新棺伸長期 誘 日| 新柏の誘引、誘枝を行う。

開花期 受 粉 果実肥大をはかるため受粉を行う。

防 除 軟腐病、灰色カピ病の防除

6 新梢伸長最盛期 追 HE 果実の初期肥大をはかる。

鏑 果 初期肥大が70%を占める。

7 果実肥大期 かん水 乾燥に弱いため 5日おきにかん水する。

敷 草

新梢伸長期 夏期吐ん定 槻下に薄日がさし込む程度に保つ。

8 果実肥大期 かん水

防 除 カメムシ、ハマキムシ防除

9 台風対策 防風垣の整備、棚の補修。

追 HE N-P-K 

3 3 3 

10 

11 収穫期 収 穫 収穫前にベンレート 2刈川音を散布する。
糖度が6.5-7.0になれば収穫する。

12 落葉期

キウィフルーツの栽培菅理

こ
う
し
て
苗
が
植
え
付
け
ら
れ
た
ら
、

苗
を
三
十
セ
ン
チ
あ
た
り
で
切
除
し
ま

す
。
切
除
の
方
法
は
、
苗
の
芽
接
ぎ
部

や
切
り
接
、
ぎ
部
の
す
ぐ
上
あ
た
り
の
、

根
の
つ
け
根
か
ら
三
十
セ
ン
チ
く
ら
い

の
と
こ
ろ
で
切
除
し
ま
す
。

定
植
後
の
樹
園
管
理

キ
ウ
ィ
は
、
定
植
後
ま
ず
一
番
に
注

意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
つ
る

が
次
第
に
伸
長
し
て
き
た
こ
ろ
に
、
新

梢
が
風
に
吹
き
と
ば
さ
れ
て
新
し
い
花

芽
に
な
る
柔
ら
か
い
芽
を
傷
め
た
り
、

つ
ぶ
し
た
り
し
て
し
ま
う
こ
と
で
す
。

そ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
棒
な
ど
を
立
て

て
誘
引
し
、
結
束
し
て
や
る
こ
と
が
犬

切
で
す
。
と
く
に
突
風
の
よ
う
な
強
風

は
、
も
っ
と
も
注
意
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

整
枝
と
前
刀
定

キ
ウ
ィ
の
整
枝
、
勢
定
の
目
的
は
、

大
き
く
分
け
て
三
つ
あ
り
ま
す
。
第
一

は
、
主
枝
や
結
果
校
の
骨
組
み
を
よ
く

整
え
、
そ
れ
を
維
持
す
る
こ
と
で
す
。

第
二
は
、
枝
の
生
長
と
着
果
量
の
バ
ラ

ン
ス
を
保
ち
、
高
品
質
の
果
実
の
生
産

を
確
保
す
る
こ
と
で
す
。
第
三
は
、
土

壌
管
理
や
防
除
、
収
穫
の
よ
う
な
栽
培

の
管
理
を
容
易
に
す
る
こ
と
で
す
。
も

し
、
こ
の
作
業
を
怠
っ
た
り
し
た
場
合

に
は
、
木
全
体
の
樹
勢
を
衰
え
さ
せ
、

果
実
の
着
果
、
結
実
が
す
べ
て
放
任
さ

れ
る
の
で
良
果
の
結
実
が
さ
ま
た
げ
ら

れ
、
ひ
い
て
は
収
穫
量
の
低
下
を
招
き
、

そ
れ
が
当
年
だ
け
で
な
く
、
二

1
三
年

に
わ
た
っ
て
影
響
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す。キ
ウ
ィ
の
開
花
と
受
粉

開
花
時
期
は
、
品
種
や
そ
の
年
の
気

候
に
よ
っ
て
わ
ず
か
な
が
ら
異
な
り
ま

す
が
、
一
般
的
に
は
五
月
二
十
日

1
末

日
の
こ
ろ
と
見
ら
れ
ま
す
。

キ
ウ
ィ
は
主
と
し
て
昆
虫
に
よ
る
虫

媒
に
よ
っ
て
受
粉
が
行
わ
れ
ま
す
。
ま

た
、
人
工
受
粉
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。

風
媒
は
ほ
と
ん
ど
期
待
で
き
ま
せ
ん
。

キ
ウ
ィ
は
生
態
的
に
雌
雄
異
株
で
す
。

し
か
も
、
雌
雄
両
株
が
同
ビ
時
期
に
開

花
し
な
け
れ
ば
原
則
的
に
受
粉
し
な
い

し
、
結
実
も
し
ま
せ
ん
。

虫
媒
昆
虫
に
は
ミ
ツ
バ
チ
を
主
と
し

て
多
く
の
訪
花
昆
虫
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
受
粉
率
は
果
実
の
良
否
に
非
常
に
関

係
す
る
の
で
、
た
い
へ
ん
大
切
で
す
。
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長
浜
町
議
会
策
二
回

臨
時
会
が
、
五
月
二
十

四
日
に
聞
か
れ
ま
し
た
。

今
回
上
程
さ
れ
審
議

さ
れ
た
の
は
、
町
税
条

例
の
一
部
改
正
、
昭
和

五
十
八
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
、
簡

易
水
道
、
老
人
保
健
各
特
別
会
計
の
補

正
予
算
、
請
負
契
約
の
締
結
な
ど
七
議

案
と
、
議
会
か
ら
の
報
告
案
件
二
件
、

議
案
は
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
、
報

告
案
件
は
受
理
さ
れ
ま
し
た
。

困I議会第2
囲 臨時会

老
人
保
健
へ
の

繰
出
金
な
ど

一
一
蹴
会
計
補
正

町議会第2囲臨時会・お知らせ

五
十
八
年
度
一
般
会
計
に
今
回
七
千

六
百
十
六
万
五
千
円
が
補
正
さ
れ
、
予

算
総
額
は
三
十
九
億
一
千
六
百
六
十
四

万
六
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

{
締
務
費
}
退
職
手
当
組
合
負
担
金
百

八
十
五
万
三
千
円

{
民
生
費
}
老
人
保
健
特
別
会
計
へ
の

繰
出
金
六
百
七
十
九
万
九
千
円
。
地
方

改
善
対
策
費
お
よ
び
地
域
改
善
向
公
営

住
宅
建
設
費
の
減
額
。

{
土
木
鍵
}
港
湾
改
修
で
二
百
四
十
万

を
減
額
。

請
負
契
約
の
締
結

公
営
住
宅
今
坊
団
地

昭
和
五
十
八
年
度
地
域
改
善
向
公
営

住
宅
今
坊
団
地
建
設
工
事
は
、
六
千
七

百
五
十
万
円
で
株
式
会
社
一
宮
工
務
庖

と
請
負
契
約
を
結
ぶ
こ
と
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

国
民
年
金
受
給
者
の
皆
さ
ん

変
更
手
続
き
を

住
所
や
支
払
機
関
を

変
え
た
と
き

国
民
年

金
受
給
者

の
皆
さ
ん
、

住
所
や
支

払
を
受
け
る
銀
行
、
郵
便
局
を
変
更
し

た
と
き
に
は
、
す
み
や
か
に
変
更
の
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
手
続
き
を
し

な
い
で
い
る
と
、
各
支
払
月
に
送
ら
れ

て
く
る
支
払
通
知
書
や
振
込
通
知
書
な

ど
が
届
か
な
か
っ
た
り
、
希
望
す
る
銀

行
や
郵
便
局
で
年
金
を
受
け
ら
れ
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
で
き
る
だ
け
住
所

変
更
の
伴
わ
な
い
支
払
機
関
の
変
更
は

避
け
て
く
だ
さ
い
。

住
所
、
支
払
機
関
変
更
の
届
や
手
続

き
は
、
役
場
住
民
課
の
国
民
年
金
係
か

松
山
社
会
保
険
事
務
所
に
わ
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。

恩
給
の
加
算
改
定
請

求
は
お
済
み
で
す
か

現
在
、
恩
給
を
受
け
取
っ
て
い
る
六

十
歳
以
上
の
方
(
六
十
歳
未
満
の
妻
子

や
傷
病
恩
給
受
給
者
な
ど
を
含
む
)
の

恩
給
年
額
を
計
算
す
る
と
き
に
、
実
際

に
勤
務
し
た
年
数
に
戦
地
勤
務
な
ど
の

特
殊
な
勤
務
を
行
っ
た
場
合
の
在
職
年

の
割
り
増
し
年
数
(
加
算
年
)
を
算
入

し
て
い
ま
す
。

こ
の
加
算
年
の
算
入
を
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
恩
給
年
額
が
増
額
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
昭
和
四
十
八
年
十
月

一
日
以
前
に
恩
給
を
裁
定
さ
れ
た
方
で
、

ま
だ
こ
の
加
算
年
算
入
の
請
求
手
続
き

を
し
て
い
な
い
方
は
、
退
職
当
時
に
つ

と
め
て
い
た
役
所
(
旧
軍
人
関
係
の
方

は
本
籍
地
の
あ
る
都
道
府
県
の
旧
軍
人

恩
給
担
当
課
)
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

加
算
改
定
の
対
象
者
は
、
昭
和
四
十

八
年
十
月
一
目
前
に
裁
定
さ
れ
た
恩
給

受
給
者
で
す
。
な
わ
、
旧
軍
人
普
通
恩

給
の
場
合
、
次
の
恩
給
証
書
記
号
番
号

(
再
交
付
の
場
合
を
除
く
)
よ
り
若
い

番
号
を
お
持
ち
の
方
は
、
改
定
請
求
手

続
き
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

(恩給証書記号) (恩給証書番号)
りい 807336号

り しミ f山 116376字予

りい東 257551号

り い長 54048号

り しミ 重量 35363主ま

り い徳 103447号

り い広 79717号

りい熊 167015号

ヵ、 しミ 162663主子

かい金 110059号

お
問
い
合
わ
せ
は
、
役
場
住
民
課
雷

臼

1
1
1
1
1
か
県
老
人
福
祉
課
宮

0

8
9
9
1
4
1
2
1
1
1
へ
ど
う
ぞ
。

あ
な
た
の
職
場
は
あ
り
ま
す
か

育
児
休
業
制
度

育
児
休
業
制
度
と
は
、
乳
幼
児
を
も

っ
勤
労
婦
人
が
希
望
し
た
場
合
、
職
場

で
の
身
分
や
地
位
を
失
わ
な
い
で
二
定

期
間
休
業
し
て
育
児
に
専
念
し
た
後
、

再
び
復
職
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

す
る
制
度
で
す
。

労
働
省
で
は
、
新
た
に
育
児
休
業
制

度
を
設
け
た
事
業
主
に
対
し
で
、
育
児

休
業
奨
励
金
(
中
小
企
業
三
十
八
万
円
、

大
企
業
三
十
三
万
円
)
を
支
給
し
て
い

ま
す
。病

院
、
診
療
所
、
助
産
所
又
は
保
健

施
設
を
運
営
す
る
事
業
主
に
対
し
て
は
、

特
定
職
種
育
児
休
業
利
用
助
成
給
付
金

(
育
児
休
業
し
た
勤
労
婦
人
一
人
一
か

月
五
千
六
百
円
)
も
あ
わ
せ
て
支
給
し

て
い
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
愛
媛
婦
人
少
年
室

(
松
山
市
辻
町
2

1
部
官

0
8
9
9
1

2
4
1
6
7
7
1
)
ま
で
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。

み
ん
な
で

川
を
美
し
く

河
川
愛
護
月
間

建
設
省
で
は
七
月
を
河
川
愛
護
月
間

と
し
て
、
川
を
美
し
く
、
み
な
さ
ん
に
愛

さ
れ
る
川
の
運
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

川
に
ゴ
ミ
な
ど
を
捨
て
な
い
よ
う
私
達

の
財
産
で
あ
る
郷
土
の
川
を
大
切
に
し

ま
し
ょ
ト
7
0

乗
車
定
員
が

6
人

冷
暖
房
完
備
の
霊
極
車
を
購
入

こ
の
た
び
町
で
は
、
冷
暖
房
完
備
の

新
し
い
霊
枢
車
を
購
入
し
ま
し
た
。
こ

の
霊
枢
車
は
、
以
前
の
も
の
に
比
べ
て

小
さ
く
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
前
の

霊
枢
車
で
は
大
き
過
ぎ
て
、
道
路
の
狭

い
所
へ
は
入
れ
な
い
と
い
っ
た
不
便
が

あ
っ
た
た
め
、
こ
れ
ら
を
解
消
す
る
た

め
小
型
化
し
た
も
の
で
す
。

な
わ
、

こ
れ
に
伴

つ
で
乗
車

定
員
も
六

人
ま
で
と

な
り
ま
し

た
の
で
ご

注
意
く
だ

さ
い
。

月7 

新しく購入した霊枢車

忘
れ
も
の
に
ご
注
意
グ

ー
ー
国
鉄
|
|

例
年
夏
季
に
な
る
と
、
忘
れ
も
の
が

増
え
て
い
ま
す
。

列
車
な
ど
に
乗
り
降
り
す
る
と
き
は
、

忘
れ
も
の
は
な
い
か
、
よ
く
お
確
か
め

く
、
だ
さ
い
。

忘
れ
も
の
に
気
付
い
た
と
き
は
、
で

き
る
だ
け
早
く
、
車
掌
や
駅
の
係
員
に
、

い
つ
、
ど
こ
で

(
何
両
目
)
、
何

(
色
、
柄
、
形
状
、

中
味
、
数
量
、
特

徴
)
な
ど
を
具

体
的
に
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

河川敷に捨てられたコミ
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シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
を

死
亡
事
故
ゼ
ロ
を
め
ざ
し
て

愛
媛
県
が
交
通
死
亡
事
故
ワ
ー
ス
ト

ー
を
記
録
し
て
い
る
現
在
、
長
浜
町
は

大
い
に
推
進
し
、
死
亡
事
故
ゼ
ロ
の
更

新
を
進
め
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。
私
も

一
午
前
に
事
故
で
甥
(
お
い
)
を
な
く
し

ご
以
来
、
必
ず
ン

l
ト
ベ
ル
ト
の
着
用

を
心
が
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
慣

れ
て
く
る
と
不
尽
議
な
も
の
で
、
ベ
ル

ト
を
し
な
い
と
務
ち
着
か
な
く
、
忘
れ

物
を
し
た
よ
う
な
気
持
ち
に
な
り
ま
す

U

(
白
滝
・
遠
来
日
千
代
・
的
歳
)

さ翠~i怒冨田わがグループ。モニタ一つうしん間取一ーャτ同

維
持
管
理
の
た
め
に

勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
の
使
用
料

長
浜
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

て
で
す
が
、
こ
の
体
育
セ
ン
タ
ー
が

F

き
た
こ
と
は
町
民
み
ん
な
が
と
て
も
喜

ん
で
い
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

使
用
料
に
つ
い
て
体
育
セ
ン
タ
ー
の

維
持
管
理
上
必
要
な
こ
と
も
わ
か
り
ま

す
が
、
こ
れ
丹
、
は
気
軽
に
利
用
で
き
な

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
使
用
料

に
つ
け
て
考
え
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

へ
A
7
坊
・
津
田
礼
子
・
ロ
歳
)

お
答
え
:
・
長
浜
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ

ー
の
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
県
内
各
町

村
の
管
理
、
運
営
に
問
す
る
条
例
、
規

則
等
乞
参
考
に
し
て
決
定
し
て
お
り
ま

す
。
他
町
村
-
と
比
べ
て
も
高
綜
で
は
な

い
と
思
い
ま
す
の
で
こ
理
解
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
夜
間
照
明
使
用
料
に
つ
い
て

-・圃・

は
、
電
力
会
社
に
電
力
供
用
料
金
を
試

算
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
一
時
間
当

り
で
約
千
円
弱
の
料
金
が
必
要
だ
と
い

う
こ
と
で
、
当
町
の
厳
し
い
財
政
事
情

の
中
、
こ
の
体
育
セ
ン
タ
ー
を
捜
全
に

維
持
管
理
す
る
た
め
の
最
少
限
の
使
用

件
と
考
え
ま
「
の
で
よ
ろ
し
く
ご
理
解

い
た
月
一
き
、
今
後
其
十
分
ご
活
用
、
ご
協

力
く
だ
き
い
ま
「
ょ
う
お
願
い
し
ま
す
。

わ
気
軽
に
ご
意
見
を

広
報
編
集
へ
の
窓
口

十
何
線
放
送
で
誕
生
者
に
は
「
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
い
っ
て
い
ま
す

が
、
死
亡
者
に
は
何
も
一
言
葉
が
あ
り
ま

せ
ん
。
「
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
」

の
一
言
を
入
れ
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

火
災
通
報
の
放
迭
は
慌
て
て
い
る
の

か
、
ガ
ン
ガ
ン
や
か
ま
し
い
だ
け
で
聞

き
取
り
に
く
い
状
態
で
す
。
も
っ
と
ハ

ッ
キ
リ
一
言
っ
て
、
音
量
の
調
整
を
し
て

ほ
し
い
も
の
で
す
。

一
般
住
民
の
広
報
編
集
へ
の
情
報
窓

口
は
あ
る
の
で
す
か
。

(
出
海
・
畑
山
伊
佐
夫
・
刷
出
歳
)

お
答
え
・
:
現
在
は
死
亡
者
に
対
し
て

ア
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
」
と
い
っ

て
い
ま
す
。

火
災
通
報
の
放
迭
に
つ
い
て
は
、
聞

き
や
す
く
な
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

広
報
に
つ
い
て
の
ご
意
見
は
い
つ
で

も
受
け
つ
け
て
い
ま
す
の
で
、
広
報
係

ま
で
お
寄
せ
く
芝
さ
山
。

今
後
に
お
い
て
配
慮

女
性
の
行
政
参
加
を

新
年
度
を
迎
え
で
の
新
役
員
さ
ん
が

今
月
の
広
報
で
は
多
く
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。
固
定
資
産
委
員
、
人
権
擁
護
委

員
、
選
挙
委
員
な
ど
以
前
か
ら
思
っ
て

い
た
の
で
す
が
、
選
ば
れ
る
委
員
は
な

ぜ
男
性
ば
か
り
な
の
で
し
ょ
う
か
。
長

浜
町
の
人
口
は
、
子
供
、
老
人
も
含
め

て
女
性
の
方
が
約
八
百
人
ほ
ど
多
い
は

ず
で
す
。
当
町
の
女
性
の
中
に
も
す
ぐ

れ
た
方
は
多
い
と
思
い
ま
す
。
特
に
教

育
委
員
は
女
性
も
一
人
は
欲
し
い
と
思

い
ま
す
c

女
性
の
社
会
参
加
、
行
政
参

加
の
な
い
と
こ
ろ
は
昔
か
ら
栄
え
な
い

と
い
い
ま
す
。
ご
一
考
を
ム
お
願
い
し
ま

す
の
(
豊
茂
a

佐
々
木
徳
美
・
部
歳
)

お
答
え
:
ご
も
っ
と
も
な
意
見
で
す
。

過
去
に
は
丈
性
教
育
委
員
も
選
任
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
広
い
分
野
?
女
性
の

行
政
参
抗
、
社
会
参
加
が
尊
重
さ
れ
る

べ
き
と
考
え
ま
す

υ

交
通
量
に
耐
え

ら
れ
る
も
の
に

県

道

の

側

溝

県
道
の
側
溝
が
で
き
て
広
く
な
り
ま

し
た
が
、
側
溝
の
ふ
た
を
女
の
一
人
や

-
一
人
の
子
で
は
開
け
に
く
い
の
で
、
海

の
掃
除
が
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
件
に
つ

け
て
考
慮
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

(
仁
久
・
友
石
妙
子
・
釘
歳
)

お
答
え
・
:
当
路
線
は
、
大
型
車
の
通

行
が
顔
繁
な
交
通
量
の
多
い
道
路
で
す

の
で
、
ふ
た
の
構
造
も
そ
れ
に
耐
え
ら

れ
る
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
重
い
の
も

そ
の
た
め
で
す
が
、
ご
指
摘
の
点
に
つ

い
て
県
の
方
と
協
議
、
検
討
い
な
し
な

い
と
思
い
ま
す
。

@ 

⑧ 
西⑨
田⑮

③ 
② 

会

長

理子親生 鍛のん巡いと成 汗十六で後凶等礼し秋鍛成 り「ンまだ
解供子のま練良、査ななは子を七年 可プミ(を儀た、練のこで大 h りe'身
すの対たたに き 夫 部 ご ら 、 f共流人生小時月養、もあ?ーのす和ドすきを
る成抗め、励持平日長とな地なし、ま学か曜う忍、のるる環会。剣ォええ切
た長試に午ん導小、にけ域ちて女で ら、た耐で父たとは 道 17ふら
めを合独 での学水、れ、のい子の年七木め、す親めし、 会 h iえられ
、 駐 て も 白固いも佼道大ぱ家健ま八男生時曜、協。の、て子 」コ iiまつる

年け汗の巣まと長業手口実庭全す人子か半日週調剣山唱、 f共 のテ'7~くよ
三、を大立ず、のを駐り、育。が了てらま千二性道頭和肉た け iζ 猛う
団親流会ち c 子 中営在ま学 a をと四体ち い」円暑な
程のしをゆ 供里fむ所せ時太平日剣道会通り十との 合;¥空厳
度成た聞く な先河のんか間平戸<，~""同一間一一四明白即時一しで六精健 の F7「叶4 三

タ厳りき六 ち生内足。ー譲襲撃鱗謹益軒曙輯黙櫨て誕年神全 始;メ
食を、、* 1立方さ崎幸体機整課噴霧Jふj翠撃さ蓬襲襲、生のな育 ま :0 1静た

孝
て和じをけ 的で 地践し緩鍍熟議韓議総縁雰緊綴織欝繋伊勢悪事ち 杯二会 N れが漫タ
い剣、持て今施全も域しま 大和動道会の仲間たち にこで年にこ月て辛 l山)方
ま道ーコ行日設てつのです とうほ埋出をーしいをは まの会
す会 人 子 きもののと活元」うででア に物験らっし準続場行固ま竹見剣現すふを
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ク
ロ
ッ
ケ

l
広
場
は
確
保

気
軽
に
遊
べ
る
広
場
を

健
康
を
守
る
た
め
に
は
運
動
も
大
切

で
す
。
歩
く
こ
と
も
体
操
も
よ
い
事
で

す
が
、
櫛
生
に
は
気
軽
に
遊
べ
る
広
場

が
あ
り
ま
せ
ん
。
十
坪
で
も
二
十
坪
で

も
い
い
で
す
か
ら
、
心
お
き
な
く
遊
べ

る
ち
ょ
っ
と
し
た
遊
場
が
欲
し
い
と
思

い
ま
す
。
み
ん
な
で
楽
し
く
遊
べ
る
広

場
、
ク
ロ
ッ
ケ
ー
で
も
何
で
も
人
の
集

ま
り
は
心
が
な
ご
む
も
の
で
す
。
和
と

い
う
こ
と
が
明
る
く
楽
し
い
町
づ
く
り

に
役
立
つ
と
思
い
ま
す
。

(
櫛
生
・
上
田
俊
厚
・
岨
歳
)

お
答
え
・
:
ク
ロ
ッ
ケ
l
の
広
場
に
つ

い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
に
お
い
て
、

用
地
等
の
御
協
力
を
頂
い
て
設
置
を
さ

一歳ですコンニチハ@うちのおとうさん

;:長選望者質i診i喜多持活j

れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
尚
、
用
具
に
つ

い
て
は
、
一
ク
ラ
ブ
に
一
組
貸
し
出
し

を
し
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

管
理
棟
の
階
下
に

町
民
運
動
場
の
屋
外
ト
イ
レ

町
民
運
動
場
に
屋
外
ト
イ
レ
が
な
く

て
不
便
で
す
。
是
非
設
置
し
て
く
だ
さ

い
。
(
上
老
松
園
東
秀
行
・
釘
歳
)

お
答
え
:
・
現
在
体
育
セ
ン
タ
ー
横
に

移
転
し
ま
し
た
管
理
棟
に
外
部
か
ら
自

由
に
出
入
り
で
き
る
ト
イ
レ
を
設
置
し

て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

お
年
寄
り
の
憩
い
の
場

白
滝
ク
ロ
ッ
ケ
l
場

ツ

ケ元
l 長
練浜
習町
場農

7 カず 1蕩
7で白
7き;竜
7 、支

1 お戸斤
7年跡

寄に
り ク
のロ

(今坊)

58年7月4日生まれ

谷上美穂ちゃん

美
し
さ
を
た
く
さ
ん
も
っ
て
い
る
子
に
と
い
う
思
い
を

託
し
て
美
穂
と
つ
け
ま
し
た
。
顔
、
形
ば
か
り
で
な
く
、

第
一
に
心
の
き
れ
い
な
子
に
な
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

囲
り
が
大
人
ば
か
り
で
大
事
に
さ
れ
て
い
る
せ
い
か
、
少

し
甘
え
ん
坊
で
わ
が
ま
ま
な
よ
う
で
す
。
下
に
で
き
れ
ば

少
し
は
変
わ
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
を
し
て
い
ま
す
。

将
来
の
希
望
と
し
て
は
、
し
ん
の
あ
る
強
い
子
に
、
そ

し
て
何
よ
り
も
思
い
や
り
の
あ
る
子
供
に
育
っ
て
欲
し
い

と
思
い
ま
す
。

(父
H
H
谷
上
一
志
さ
ん
お
歳
・
母
U
H
佳
代
さ
ん
位
歳
)

さ
さ
や
か
な
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
ま

す
。
参
加
さ
れ
る
メ
ン
バ
ー
も
少
し
ず

つ
増
え
て
、
生
き
生
き
と
プ
レ
ー
さ
れ

て
い
る
姿
を
ぷ
勺
鞠
湾
同
溺
調
主

縦
一
ん
て
ふ
予
返
り
一

み
て
、
心
身
一
以
警
三
f内

dfvv

と
も
に
健
康
麟
欝
轍
勝
務
一
一
…

な
老
人
で
過
欄
購
翻
船
艇
敏
勝
一
日
一
ヘ
;

ご
さ
れ
る
よ
鶴
鱒
離
轍
蹴
鞠
瀬
古
九
九
…
~
…

ぅ
、
そ
し
て
離
鰭
五
じ
た
一
一
作
¥

老
人
ホ
l
ム
鶴
鱗
欝
礼
ゴ
γ盤
駒
山
一

白
山
園
の
お
機
犠
幾
ミ
ハ
ケ
¥
一
一
一

1

年
寄
り
が
参
明
轍
灘
中
心
域
新
執
恥
動

加
で
き
ま
す
械
翻
訳
k
Vごいいい
J

一
ふ
閣
議
問

ょ
う
望
み
ま
す
。

(
白
滝
・
遠
香
千
代
・

ω歳
)

次

回

か

ら

考

慮

「
感
電
事
故
を
防
ご
う
」
の
記
事

「
こ
い
の
ぼ
り
に
よ
る
感
電
事
故
を

防
ご
う
」
の
記
事
は
一
か
月
早
く
四
月

号
に
の
せ
た
ほ
う
が
い
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

(
長
浜
・
丸
井
清
隆
園
出
歳
)

お
答
え
:
・
次
回
か
ら
考
慮
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

で
き
る
限
り
掲
載
を

ま
ち
の
先
覚
者
な
ど

ま
ち
の
先
覚
者
や
歳
時
記
は
主
婦
の

私
に
と
っ
て
楽
し
み
に
し
て
い
る
記
事

で
す
の
で
、
今
後
も
続
け
て
欲
し
い
と

思
い
ま
す
。(

仁
久
・
友
石
妙
子
・
幻
歳
)

お
答
え
:
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
で

も
続
け
て
欲
し
い
と
い
う
希
望
が
あ
り

ま
す
の
で
、
で
き
る
限
り
掲
載
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

τ手Lマポムτ手ιヲ手Lヲ元乙マさιτtさとづ云乙τがιτ手ιマボムマボムτさιτ言己ヲ定Lマ会乙守主ιτ手ιマボLτ手Lτ手L常手ιτ手ιづ手ムて子ιτ言己τさιτ芋Lτ手ιマ志ιτきιτ手ιマさムマさιτ古己τ言Lヌさιマ手ιτ手ムτ官Lτ手ιヲポLヮ示ムτ手ιτ手ιマ芯ふτ寺弘ヲ芦ふヲポLマがιτ手ι一、伊

はとる りはやドあそ太はの でたく気はんすあき時て日ルで
、びこでl: :、 なミ つの めち スおくち、げ、売。るにごい、なすわ

三のともよわわンてせでよタ父れとわんとれたそはろま毎ど。た
重三がわうたとト、いすっイさま遊たがでたくう、にす日をおし
と重あ父ずしびンパも。とルんてんしよも日さで四食。遠た父の
びとりさでのを棚田臨閣時棚田園町一子一一町山醐臨抱一部醐四国間四臨時べ昼くくさう
がびまんすほし灘灘嬢欝離灘盤欝瞳轟盤議議重量寵襲撃議議幾欝種競態態額ごるごまさんち

ーですに 0 うま麟欝鶴轟謹襲撃灘 斡 議 韓 欝 鱗 ろ こ は で ん は は
回ず o ___ がす権譲欝欝鶏鱒鱒霊喜主藤毅欝議議議選襲撃議轟穣謹醤較織にとんは車

。そつ わ 。欝譲轟畿議昨今得議T人民子署 欝毅窓襲撃議護欝饗盟意ながもいにおわ
き お れ だ 父な欝盤 妥当 j 懲 ¥ 務 職 警 る 多 二 た つ 酒 酒
る父はけ さわ鐘欝襲撃 駐 車 ペ ザ暴露盤務控;こく時つんや屋

手12再 会与欝騒議長玄援護務襲撃弘畿議議与 42ぞ五 71

大

矢京
里子if.

和五
戒

美)
しう きた い騒騒襲装宗主尚三瀦欝毅竺町議髪緩翠議議議りや学 すた朝

そ〉 2Z三土 3盤龍弓銭信鍾議贈与どれ。ぬい ん運 きす
う目 。てしけ饗欝麓璽襲撃欝彊盤(日山民連:墾欝欝欝議較もと行と 学うこわ。動でる
じに くはて議緩幾襲撃懇還さ山方す盤鍾襲撃山議議翠護手翠護室主ら言く早 校でと父 しもよわ
よは れ 、っ議議議護霊轟;内政璽欝霊謹川主~念三審議襲欝襲撃襲欝!いっとく にすがさ で 、うた
う 、 るみく盤鍾翠議議饗.ヘλム醤醤獲墨:三月九議嬢議議灘態義務警務たたきお 行。あん もおにし

を が おんり 庖の前で並ぶ忠篤さんと和美さん いり「き つわりに 少父なも
作よ父なま で、いてて父まはしさり三
つう さのしでと「 つもまこっそん父いが す手つ、 かさす、 もんた重
てし ん たた三いおみたわすとてばなさ時いお。をてわ らん。ー やはいと
あで がめ 。 日 つ い ん で い 。 がくをにんにそ母 ふ ら た おはそっ せいでひざ
げひ 大に ぐずらしなすしとあれつやが、がさ つ つ し き、れわ まくすが
まよ すは らめどが 0 かてりたくきみおしん たしが まわ同る せ ら 0 で

‘ 'τ予ιτさιτざ乙マさιτ手Lτ子ιマさιτ手ιτ手ιτ手Lτ手Lτ手ιづ言包マボ~さユτ手ιτ予ιτ手ムマさιマさιτ手ιτざιτきιτ手ιτ手ιマさエマ定羊τきιτ予Lτ予L喝事ιτ予ιτ手ιτきιτ手ιマざιマさιマポιτ事ιマさLてさιτ手ιτ予ιτ手ιマ予ιマポ三マデιて手ι司浮Lτ手ιτ予ι苛手ιτご乙

② 
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⑨ 

自
分
で
食
べ
る
楽
し
み
を
大
切
に

ヘルスアイ・寝たきり老人の看護法

寝
た
き
り
の
お
年
寄
り
に
と
っ
て
、

食
事
の
時
間
は
一
日
の
中
で
最
も
楽
し

い
ひ
と
と
き
。
献
立
や
調
理
に
気
を
配

る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
食
事
の

介
助
に
も
細
か
い
心
遣
い
を
忘
れ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

食
事
は
自
分
で
食
べ
る
の
が
い
ち
ば

ん
わ
い
し
い
も
の
で
す
。
た
と
え
手
が

不
自
由
で
長
い
時
聞
か
か
っ
て
も
、
で

き
る
限
り
「
自
分
ノ
で
食
べ
る
楽
し
み
」

を
持
た
せ
て
あ
げ
た
い
も
の
で
す
。

日
本
の
夏
は
、
高
温
多
湿
と
い
う

一
言
葉
で
表
現
さ
れ
る
よ
う
に
大
変
過

ご
し
に
く
い
た
め
に
疲
れ
や
す
く
、

ま
た
そ
の
疲
れ
が
回
復
し
に
く
い
季

節
で
す
。
疲
労
が
回
復
し
に
く
い
原

因
の
一
つ
に
、
夏
は
睡
眠
の
質
が
悪

く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

睡
眠
に
は
、
深
さ
に
よ
っ
て

傾
眠
期
、
浅
い
眠
り
の
状
態
、

中
等
度
の
眠
り
の
状
態
、
深
い

眠
り
の
状
態
及
び
安
定
し
た
睡

眠
期
の
五
つ
の
段
階
に
分
け
ら

れ
、
こ
の
五
つ
が

一
晩
に
四

1
五
回

繰
り
返
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
こ

れ
を
三
つ
に
分
け

て
頭
の
眠
り
、
体

自
分
で
食
べ
ら
れ
る
場
合

軽
い
食
器
や
持
ち
や
す
い
食
器
を
そ

ろ
え
ま
す
。
片
手
し
か
利
か
な
い
お
年

寄
り
に
は
、
ス
プ
ー
ン
と
フ
ォ
ー
ク
が

兼
用
で
き
る
ス
フ
ォ
ー
ク
が
便
利
で
し

ょ
う
。
ま
た
食
器
が
動
く
と
き
は
、
ふ

き
ん
を
ぬ
ら
し
て
テ
ー
ブ
ル
に
ひ
い
た

り
、
吸
着
盤
で
周
り
を
お
さ
え
る
と
よ

い
で
し
ょ
う
。

大
食
物
を
と
り
や
す
い
よ
う
に
卓
上
の

配
置
を
変
え
た
り
、
お
茶
を
注
い
だ
り

の
眠
り
、
心
身
の
調
整
を
す
る
眠
り
と

も
よ
ば
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
働
き
の
違

っ
た
三
つ
の
睡
眠
は
ふ
つ
う
そ
れ
ぞ
れ

が
一
定
の
割
合
で
保
持
さ
れ
て
い
る
の

で
す
が
、
夏
は
こ
の
割
合
が
く
ず
れ
や

す
い
た
め
に
睡
眠
不
足
を
覚
え
た
り
、

質
の
よ

い
睡
眠
を

環
境
条
件
を
整
え
て

疲
労
が
回
復
し
に
く
い
と
感
じ
ま
す
。

夏
の
睡
眠
の
質
が
悪
い
の
は
、
い
ろ

い
ろ
な
実
験
に
よ
り
、
寝
つ
く
ま
で
の

時
聞
が
延
長
し
て
い
る
、
中
等
度
及
び

深
い
眠
り
の
状
態
が
少
な
く
な
っ
て
い

る
、
眠
り
が
浅
い
た
め
に
寝
返
り
な
ど

一

ι
i
I
A
T
T

す
る
以
外
は
、
必
要
以
上
に
予
を
出
さ

な
い
こ
と
。

こ
ぼ
し
た
か
ら
と
い
っ
て
や
か
ま
し

く
言
っ
た
り
し
て
は
、
せ
っ
か
く
の
楽

し
い
食
事
が
台
無
し
で
す
。

カ
寝
た
ま
ま
で
食
べ
る
と
き
は
、
ご
飯

を
お
に
ぎ
り
に
し
た
り
、
パ
ン
を
サ
ン

ド
イ
y
チ
に
し
た
り
し
て
、
食
べ
や
す

い
形
を
工
夫
し
ま
し
ょ
う
。
流
動
食
は

吸
飲
み
に
、
半
流
動
食
は
ふ
た
付
き
の

コ
ッ
プ
に
入
れ
ま
す
。

マ
ョ
、
不
i
ズ
の
食
器
の
底
を
切
り
、

先
の
ほ
う
を
く
わ
え
さ
せ
て
か
ら
、
半

流
動
食
を
入
れ
、
自
分
で
し
ぼ
り
だ
せ

る
よ
う
に
す
る
の
も
一
つ
の
方
法
で
す
。

食
べ
さ
せ
て
あ
げ
る
場
合

大
軟
食
・
普
通
食
の
場
合
は
、
わ
膳
の

も
の
を
見
せ
て
、
好
み
の
も
の
か
ら
、

の
体
動
が
多
く
な
り
、
そ
の
た
め
「
体

の
眠
り
」
が
十
分
に
と
れ
ず
、
目
ざ

め
た
時
疲
労
感
が
残
り
夏
パ
テ
の
誘

因
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

質
の
よ
い
睡
眠
を
と
る
た
め
に
、

痛
み
、
か
ゆ
み
、
発
汗
な

ど
身
体
の
条
件
、
不
安
や

興
奮
、
こ
だ
わ
り
な
ど
の

心
理
的
条
件
、
騒
音
、
温

度
、
湿
度
、
寝
具
な
ど
の

環
境
条
件
を
よ
り
よ
い
も

の
に
整
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す

0

時
間
ば
か
り
長
く
か
け
て
も
深

く
安
定
し
た
睡
眠
が
え
ら
れ
な

け
れ
ば
、
質
の
よ
い
睡
眠
に
は

な
ら
ず
寝
不
足
と
な
り
ま
す
。

(
保
健
婦
・
原
問
)

食
べ
や
す
い
大
き
さ
に
し
て
口
へ
運
ん

で
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

口
へ
運
ぶ
タ
イ
ミ
ン
グ
は
、
早
す
ぎ

て
も
困
る
も
の
で
す
。
お
年
寄
り
の
口

の
動
き
に
合
わ
せ
て
、
こ
ち
ら
も
食
べ

て
い
る
つ
も
り
で
い
る
と
う
ま
く
い
き

ま
す
。

交
流
動
食
は
ス
プ
ー
ン
で
口
に
運
ぶ
か
、

吸
飲
み
や
ス
ト
ロ
ー
を
利
用
し
ま
す
。

ま
た
、
品
目
…
し
す
ぎ
る
も
の
は
程
よ
い
温

度
に
冷
ま
し
て
か
ら
食
べ
さ
せ
て
あ
げ

る
よ
う
に
し
ま
す
。

温
度
の
目
安
は
、
手
首
の
内
側
に
少

量
た
ら
し
て
み
て
、
熱
す
ぎ
な
い
く
ら

い
が
安
全
で
よ
い
で
し
ょ
う
。

献
立
作
り
で
栄
養
価
や
栄
養
の
バ
ラ

ン
ス
を
考
え
る
こ
と
は
大
切
な
要
素
で

す
が
、
お
い
し
く
食
べ
て
も
ら
わ
な
け

れ
ば
な
ん
に
も
な
り
ま
せ
ん
。

わ
年
寄
り
の
好
き
な
も
の
を
中
心
に
、

食
欲
を
そ
そ
る
よ
う
な
献
友
や
昧
づ
け

を
考
え
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

昔
か
ら
食
べ
慣
れ
た
味
、
ふ
る
さ
と

の
味
、
匂
を
生
か
し
た
料
理
な
ど
、
ま

た
と
き
に
は
思
い
が
け
な
い
趣
向
も
工

夫
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

食

欲

を

そ
そ
る
た
め
に
は

O
食
事
の
時
間
を
守
る

O
食
事
の
前
に
興
奮
さ
せ
な
い
。

O
食
器
な
ど
は
清
潔
に

O
色
ど
り
よ
く
、
程
よ
く
盛
り
合
わ
せ

る
O
程
よ
い
温
度
に

O
食
事
の
時
間
に
余
裕
を
も
た
せ
、
楽

し
い
雰
囲
気
作
り
に
気
を
配
る

融
a

盟
す
る
人

受
け
る
人

月7 

愛
の

e

血
液
助
け
合
い
運
動

献
血
を
す
る
人
が
年
々
増
え
て
い
ま

す
。
で
も
、
血
液
が
必
要
な
患
者
さ
ん

も
増
え
て
い
ま
す
。

医
療
技
術
の
進
歩
に
伴
っ
て
、
血
液

の
需
要
は
こ
れ
か
ら
も
ま
す
ま
す
増
加

す
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

あ
な
た
も
献
血
に
ご
協
力
を
グ

あ
な
た
か
ら
い
た
だ
い
た
貴
重
な
血

液
を
、
有
効
に
利
用
す
る
た
め
、
赤
血

球
、
血
小
板
な
ど
の
成
分
に
分
離
し
、

患
者
さ
ん
が
必
要
と
す
る
成
分
だ
け
を

輸
血
す
る
方
法
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
方
法
に
よ
り
、
あ
な
た
の
血
液

は
、
二

1
三
人
の
患
者
さ
ん
に
生
か
さ

れ
ま
す
。

な
お
、
長
浜
町
で
は
次
の
日
程
で
献

血
車
が
参
り
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

一
と
き
一

7
月
訂
臼
幽

一
と
こ
ろ
一
町
体
育
館
・
午
前
9
時
加

分
1
ロ
時
マ
大
和
公
民
館
・
午
後
1
時

日
分

1
1
時
自
分
マ
白
滝
公
民
館
・
午

後
2
時
1

2
時
川
町
分

夏は血液ピンチです・.
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親
子
で
ク
リ
ー
ン
作
戦
晴
天
に
恵
口

j

F

ま

れ

た

五

月

口

1
町

内

一

斉

大

掃

除

1

一

干

目

、

町

口

内
一
斉
大
掃
除
が
行
わ
れ
た
。
待
に
長
浜
の
二
十
二
区
と
四
口

十
五
区
で
は
、
親
口

子
わ
よ
そ
四
十
人
口

が
参
加
し
て
、
道
口

路
沿
い
の
ゴ
ミ
な
口

ど
を
集
め
て
ク
リ
口

l
ン
運
動
を
展
開
。
口

ま
た
、
沖
浦
地
区
口

で
も
国
道
沿
い
や
口

旧
町
内
の
清
掃
、
口

側
溝
の
消
毒
を
し
口

て
夏
に
備
え
た
。
口「」

習量醤璽露盟'"璽E璽霊盟置罷窪密重 要 盟 富 田 -

口
口
口
口
口
口
口
口
口
口

画璽盟ルポ@まちの先覚者臨盤盟醐軍

お
父
さ
ん
あ
り
が
と
う

ー
父
の
日
制
似
顔
韓
展

1

な守導正渡
くつ。しり
して交い方
た死通乗ゃ
い亡ルり自
も事 i 方転歩にをの生ら導警長
の故ルを車道横対児ま三員察浜交
。をを指のの断象童で年、宮小通

安派学事
全出校古文
協所で が
会や交 多
の大通発
協羽H安す
力警全る
を察教中
得署室で
で、を五
、 婦関晋

一人 催弓
主ド玉ξ 01一

生通長占
か指浜仁1

正しい交通マナー
~変通安全教室~

~ 

~téJ 
口

口

口

口
口

も開ょを供か 情 ら ん に と う と 月
のいう育たな操いでなが親十櫛
。たとてち子豊、もじ減の二生

る i以日垂E
傾顔、 f更
向絵櫛局
に 展 生 (
あを保辻
る開育幸
た催 P斤寿
め。の局
、こ園長

小れ児)
さはたで
しミ 、ちはこ
こ年が
ろ々は父
か手がの
ら五氏き白
書をにを
く書描前
こくいに
とこたプヲ

口口口口口口口口口口口口口口口〔
な展さめ済生控線て員双会線育
ど開せぷの活えの 開 十 海 が 対 館 五
をして倍振福、聞か七.、策で同

決てい箇興祉沿業れへ活大協国三
めいくり発と線をた刀当の明言義鉄古
たく運を展地 f主問。出間五会予目
。こ動存の方民近内席係主の讃町
とを続た経のに山し委内総本体

汽
車
を
利
用
し
よ
う

ー
国
鉄
予
讃
本
鰻
対
策
協
議
会

1

黒

直

田

旧
長
浜
第
六
代
自
の

長
黒
田
直
保
は
、
明
治
三
十
四
年
一

月
十
五
日
、
長
浜
の
財
閥
黒
田
伊
勢

松
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
長
浜

小
学
校
か
ら
大
洲
中
学
校
へ
、
二
年

修
業
し
て
東
京
暁
星
中
学
校
へ
転
校
、

卒
業
後
早
稲
田
大
学
予
科
を
大
正
九

年
修
業
し
た
。
大
正
十
年
志
願
兵
と

し
て
歩
平
第
二
十
二
聯
隊
へ
入
営
、

除
隊
後
、
大
正
十
二
年
帝
国
在
郷
軍

人
会
長
浜
分
会
長
に
挙
げ
ら
れ
た
。

時
に
二
十
二
歳
で
あ
っ
た
。

黒
田
直
保
の
政
治
活
動
は
、
昭
和

五
年
一
月
、
三
十
歳
で
長
浜
町
会
議

員
に
当
選
し
た
時
か
ら
は
じ
ま
る
。

つ
い
で
昭
和
七
年
八
月
、
西
村
町
長

の
助
役
に
就
任
し
た
。
大
政
治
家
西

村
に
見
こ
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
時

に
西
村
四
十
九
歳
、
黒
田
三
十
二
歳
、

大
洲
中
学
の
先
輩
後
輩
で
、
以
来
三

年
間
西
村
の
側
近
と
し
て
、
町
政
、

県
攻
、
国
政
に
対
す
る
西
村
の
政
治

的
手
腕
を
感
得
し
た
こ
と
と
思
わ
れ

る。
昭
和
十
年
九
月
十
三
日
西
村
町
長

〉
死
去
に
よ
り
、
後
任
末
永
四
郎
平
町

町
長
の
助
役
に
引
続
き
就
任
し
た
。
そ

均
し
て
翌
昭
和
十
一
年
五
月
一
目
、
名

誉
職
長
浜
町
長
に
当
選
し
、
以

来
三
期
つ
と
め
る
。
こ
の
問
、

昭
和
十
四
年
十
月
一
日
に
は
県

会
議
員
に
当
選
二
期
つ
と
め
た
。

長
浜
は
ど
ま
っ
て
以
来
の
大

事
業
を
な
し
と
げ
た
西
村
町
政

を
ひ
き
つ
い
だ
黒
田
直
保
は
、

日
華
事
変
、
太
平
洋
戦
争
と
戦

時
態
勢
の
中
で
、
港
湾
の
整
備
、

女
子
中
等
教
育
の
発
展
に
つ
く

し
た
。西

村
が
大
型
船
寄
港
が
出
来
る
ま
で

に
し
た
が
、
尚
北
東
の
暴
風
浪
を
防
ぐ

こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
の
で
、
黒
田
は

来
る
年
も
来
る
年
も
、
県
会
に
国
会
に

猛
運
動
を
続
け
た
。
当
時
の
助
役
門
田

豊
市
に
「
門
田
君
僕
も
港
湾
と
討
死
だ
。

後
を
頼
ん
だ
ぞ
」
と
い
っ
た
話
は
、
今

で
も
語
り
草
と
な
っ
て
い
る
。

黒
田
は
、
昭
和
十
五
年
町
立
長
浜
家

政
女
学
校
を
長
浜
尋
常
高
等
小
学
校
に

併
設
し
、
つ
い
で
翌
年
峰
八
十
一
の
校

地
四
四
四
一
坪
の
寄
付
に
よ
り
、
昇
格

認
可
に
な
っ
た
長
浜
高
等
女
学
校
が
、

松
原
公
園
に
新
築
落
成
さ
れ
た
。

戦
争
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
も
っ
と

仕
事
を
し
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

終
戦
後
昭
和
二
十
一
年
十
二
月
十
日
、

戦
時
中
の
町
長
の
故
を
も
っ
て
公
職
追

放
と
な
り
、
昭
和
三
十
年
ま
で
悠
々
自

適
し
た
。
昭
和
三
十
年
追
放
解
除
と
共

に
新
長
浜
町
長
に
立
候
補
し
た
が
、
長

い
空
白
は
そ
の
意
を
得
ず
、
政
界
を
去

っ
た
。昭

和
四
十
一
年
一
月
十
三
日
六
十
六

歳
で
没
し
た
。

(
長
浜
町
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
・

久
保
七
郎
)

保
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表
彰
ネ

卒

業

桜
田
和
夫
さ
ん

自
衛
隊
父
兄
会
の
育
成

柴
の
桜
田
和

夫
さ
ん
(
五
一
チ
)
一
は
、

永
年
に
わ
た
り

白
衛
隊
父
兄
会

長
浜
支
部
の
育

成
光
展
に
功
績
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

五
月
二
十
二
日
松
山
市
で
閥
か
れ
た
向

島
隊
父
兄
会
愛
妓
県
支
部
連
合
会
総
会

の
席
上
、
岡
野
本
弘
法
会
長
か
ら
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

青
少
年
健
全
育
成
の
た
め
の
標
語

泉

伯
さ
ん

交
通
安
全
に
功
績

山
一
花
-
-
-
一
一
一
区

の
泉
齢
、
さ
ん
(
六
九
)

は
、
交
通
安
全
県

民
総
ぐ
る
み
運
動

に
功
績
が
あ
コ
た

こ
と
に
よ
り
、
五
月
一
一
十
一
一
け
松
山
市

で
問
か
れ
た
第
二
十
二
一
川
交
通
安
全
県

民
大
会
の
席
上
、
藤
井
信
良
愛
日
開
県
警

察
本
部
長
か
ら
長
一
彰
さ
れ
ま
し
た
。

城
戸
茂
利
害
記

戸
籍
事
務
に
功
績

住
民
課
の
城
戸
茂
利
害
記
(
三
一
一
)
は
、

オ
ハ
ヨ
!
と
明
る
い
心
の
輪
を
広
、
げ

谷
口
さ
ん
ら
入
賞

足以 4 表彰@募集

町
教
育
委
員
会
で
は
、
青
少
年
健
全

育
成
の
た
め
の
標
語
を
募
集
し
て
い
ま

し
た
が
、
こ
の
は
ど
そ
の
入
賞
省
が
決

ま
り
ま
し
た
。
応
募
者
総
数
は
三
百
-

点
。
入
賞
主
は
次
の
通
り
。
一
学
年
は

昭
和
五
十
八
年
度
)

日
小
学
生
の
部
。

{
特
選
一

オ
ハ
ヨ
!
と
明
る
い
心
の
輪
を
広
げ

谷

口

町

子

山

海

小

二

年

{
入
選
}

悩
み
ご
と
な
ん
で
も
話
せ
る
明
る
い
家

庭

松

広

大

長

浜

小

四

日

午

は
き
は
き
と
朝
昼
晩
の
ご
あ
い
さ
つ

大

野

正

行

白

滝

小

四

年

気
を
つ
け
よ
う
あ
ま
い
心
と
暗
い
道

松

川

由

美

野

市

小

五

年

交
の
な
い
砂
漠
に
育
一
つ
非
行
の
芽

菊

地

問

豊

茂

小

五

年

せ
い
と
ん
は
正
し
い
心
の
第
一
歩

垣
内
ま
こ
と
出
海
小
一
年

広
げ
よ
う
愛
の
心
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

小

西

咲

恵

出

泌

小

五

年

{
佳
作
一
山
本
強
志
(
長
浜
小
五
年
)

大
一
山
知
日
恵
(
白
滝
小
六
年
)
富
山
伴
子

(
喜
多
灘
小
五
年
)
中
伊
由
香
(
喜
多

灘
小
六
年
)
一
占
富
美
恵
「
大
和
小
凪
年
)

河
中
た
つ
ひ
と
、
平
井
さ
わ
(
以
上
出

海
小
二
午
)
後
藤
寛
幸
(
出
海
小
三
年
)

松
村
和
洋
、
阿
川
恵
太
(
以
上
出
海
小

四
年
)
後
藤
忠
美
(
出
海
小
五
年
)

タ
タ
年
に
わ
た

ημ
籍
住
民
搭
本
台
帳
事

務
に
多
大
な
功
績
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
五
月
卜
七
日
松
山
市
で
向
か
れ
た

山
国
地
区
連
合
戸
籍
事
務
協
議
会
総
会

の
席
上
、
中
村
時
雄
同
協
議
会
長
か
ら

長
一
彰
さ
れ
ま

L
た

加
納
勝
利
さ
ん

県
し
い
た
け
共
進
会

五
月
十
仁
川
口
愛
媛
県
民
館
で
昭
和
五

十
九
年
度
の
愛
媛
県
し
い
た
け
祭
が
聞

か
れ
、
し
い
た
け
共
進
会
で
は
本
町
か
ら

出
品
し
た
次
の
方
々
が
人
賞
し
ま
し
た
。

一

般

も

の
h

一
特
選
}

団
ら
ん
は
明
る
い
家
庭
を
築
く
糸

和
田
ヨ
シ
エ
長
浜
中
三
年

一
入
選
}

い
け
ま
せ
ん
ぞ
の
子
の
ば
す
と
ま
た
つ

づ

く

成

同

昌

彦

長

浜

中

一

年

「
ち
ょ
っ
と
ぐ

6
い
」
そ
の
考
え
が
悪
の

も

と

岡

崎

哲

次

長

浜

中

一

年

気
長
つ
け
よ
一
一
一
一
日
葉
た
く
み

μ
誘
う
人

鎌
田
剛
児
長
浜
中
-
一
年

一
佳
作
}
森
川
町
美
(
長
浜
中
一
年
)

村
上
登
美

r

「
(
長
浜
中
一
一
年
)
泉
川
m
r
丁
、

橋
同
窓
て
上
田
真
理
、
西
山
美
有
三
日

上
長
浜
中
一
二
年
)

高
校
生
の
部

一
特
選
}

若
者
は
未
十
本
を
背
負
う
命
綱

{
農
林
水
産
大
臣
賞
}
こ
う
し
ん
加

納
勝
利
(
須
山
/
一
一
二
等
賞
}
こ
う
こ

大
成
淳
(
豊
茂
)
マ
ど
ん
こ
大
成
軍

功
(
豊
茂
)
{
一
ニ
等
賞
}
茶
花
ど
ん
こ

叶
同
和
夫
(
上
老
松
〕
一
奨
励
賞
一
こ

う
し
ん
山
下
利
治
(
柴
)

{
奨
励
賞
}
こ
う

L
ん
大
葉
加
納
勝

利
一
一
須
沢
)
{
努
力
賞
一
ど
ん
こ
西

同
信
孝
(
戒
川
)
マ
ニ

7
こ

大

葉

宇

都
出
俊
英
孟
一
日
広
一

橋

本

育

成

一
林
野
庁
長
官
賞
一
株
木
増
田
成
虎

(
出
品
茂
一
一
努
力
賞
}
宿
本
大
成
宣

功
(
豊
茂
)上

野
昭
子

一
入
選
一

誘
い
の
手
あ
な
た
の
う
し
ろ
に
す
ぐ
そ

ば

に

高

石

真

山

美

長

浜

尚

一

年

作
る
ん
だ
悪
に
負
け
な
い
身
と
心

宮

岡

順

子

長

浜

高

一

年

一
般
の
部
。

長
浜
市
一
年

{
特
選
]

ふ
れ
合
い
で
作
ろ
う
非
行
の
な
い
郷
土

佐

々

木

重

子

沖

浦

一
入
選
}

イ
供
に
は
子
聞
か
け
声
か
け
心
か
け

六

七

包

事

一

茂

や
さ
し
さ
が
浮
く
母
の
愛
の
腕

久

保

千

穂

讐

茂

一
佳
作
}
高
た
潔
、
河
井
八
重
子
(
以

上
長
浜
)
佐
々
木
佳
代
(
沖
浦
)
鎌
田

ス
ミ
エ
、
菊
地
倣
(
以
上
豊
茂
)
山
口

道
男
(
下
宿
一
成
)

五
十
崎

3
が
優
勝

第

2
回
ク
口
ッ
ケ
l
大
会

第
一
一
例
長
浜
ク
ロ

y
ケ
!
大
会
、
が
五

月
十
四
日
町
民
運
動
場
で
闘
か
れ
、
大

川
、
内
子
町
、
五
十
崎
町
、
双
海
可
、
中

山
町
念
ど
か
ら
四
十
チ

i
ム
が
参
加
、

八
フ
ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
て
熱
戦
が
展
開

さ
れ
ま
し
た
。

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
は
、
長
浜
6
、

内
子

5
、
五
十
崎
3
、
5
、
6
、
粟
津

l
、
小
山
1
、
一
山
山
森
ー
が
参
加
し
て
、

五
十
崎
3
が
優
勝
、
準
優
勝
は
五
十
崎

5、

3
位
は
内
子
5
で
し
た
。

昭
和
五
十
九
午
度
同
ぶ
公
務
員
採
用

初
級
試
験
(
税
務
)
の
受
験
者
を
次
の

要
日
開
で
募
集
し
て
い
ま
す
。

{
受
付
期
間
一

7
月
4
H
(
水
一
か
ら
ロ

日
(
木
)
ま
で

{
受
験
資
格
}
昭
和
泊
年
4
月
2
日
か

ら
昭
和
位
年
4
円

I
H
ま
で
に
生
ま
れ

た
J
M

一
第
一
次
試
験
}
叩
月
7
H
(
日
)

{
試
験
地
}
松
山
、
宇
和
島
ほ
か

{
合
格
発
表
}
日
月
初
日
一
火
)

一
申
込
用
紙
請
求
先
及
び
申
込
先
}
一
T

mLn同
松
市
松
島
町
一

i
十
七
|
三
十
:
一

人
事
院
四
国
事
務
局

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
大
洲
税
務
署

(
密
討

1
3
1
1
5
)

へ
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
け
。



10← 

印刷

ゑ
警

長
嘉
藤

ゑ
後
マ

農
業
委
員
選
挙

月
間
自

備)岸本印刷

有
権
者
の
皆
さ
ん
、
七
月
十
五
日
は

農
業
委
員
の
選
挙
で
す
。
皆
さ
ん
の
一

票
で
真
の
農
業
者
の
代
表
を
選
び
ま
し

ょ弓ノ。な
お
、
今
回
の
選
挙
か
ら
告
示
期
間

が
五
日
間
、
受
付
が
一
日
だ
け
と
な
り

ま
し
た
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

昭和59年7月1日発行(毎月 1日発行)

寄
付
採
納

。
喜
多
灘
保
育
所
昭
和
五
十
八
年
度
卒

園
児
保
護
者
一
同
:
・
紙
芝
居
一
セ
ッ

ト
お
よ
び
レ
コ
ー
ド
を
喜
多
灘
保
育

所
ヘ
。

~
骨
骨
ド

毎回日〕〕

電柱・電話線

などの移転請求

昭和59年7月号

院
官

領〉!ii住

所

¥
A
7

坊

/
下
須
戒

ヘ

長

浜

/

黒

田

ヘ

白

滝

/
瓦
十
崎
町

¥

長

浜

/
大
洲
市

5
月
の
ト
ッ
プ
は

東
利
幸
-
多
美
ー
さ
ん
の
カ

y
プ
ル

氏

名

婚

掴

届

時

年

齢

東

利

幸

(

一

九

)

大
石
多
美
子
(
二
一
)

竹
内
時
三
郎
(
山
四
一

山
本
き
く
こ
(
三
一
一
)

瀧

川

満

(

三

四

)

佐
古
岡
美
津
枝
(
二
一
こ

門

田

広

志

(

二

三

)

白

石

祥

子

(

二

三

)

家屋の新築・改築

など 工 事 の際、電柱

や電話線が支障土な

る場合、急にご連結

い た だ い ても電話線

など移転ご[事ができ

ません。お早 白 に 電

話 }uJヘご連絡くださ

伊予長浜電報電話局

TEL52-0000 

お
誕
生
お

で
と
う
H

仁戒今白 黒

(
六
阿
)

(
七
八
)

(
山
六
)

(六-一一

(
八
五
)

5
月
扇
出
八
刃
(
敬
称
略
)

住

所

保

護

者

氏

名

続

柄

児

名

沖

浦

岩

崎

隆

長

男

犬

ぷ

下

須

戒

泉

田

一

幸

長

男

憲

吾

沖

浦

松

岡

一

仁

長

男

優

作

白

滝

中

野

源

一

三

男

和

也

下

須

戒

玉

井

賢

二

長

女

未

央

白

滝

上

川

勇

長

女

郁

子

櫛

生

西

内

誠

長

女

千

尋

長

浜

青

野

政

司

長

会

有

希

沖

浦

平

原

清

脊

三

女

由

紅

櫛今長白長出白櫛豊 f主

く
や
み

5
R
届
出
分
(
敬
称
略
)

所

氏

名

死

亡

時

年

齢

茂

上

川

ワ

キ

(

九

O
)

生

村

上

徳

太

郎

(

七

二

)

滝

菊

地

ユ

ク

ヱ

(

八

五

)

海
中
川
百
九
日
子
(
五
七
)

浜

高

橋

一

日

一

(

七

-

)

滝

鎌

田

富

夫

(

六

一

二

)

浜

石

田

熊

四

郎

(

六

六

)

坊

宮

田

久

義

(

六

回

)

生

岡

崎

愛

次

郎

(

八

五

)

久川坊滝田

中
川
佐
太
郎

鎌
田
キ
ク
ヨ

橋

間

強

志

城
戸
ヨ
リ
子

田
中
熊
士
口

節
水
に
ご
協
力
を

水
が
わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
し
に
欠
か

せ
な
い
大
切
な

H

生
命
の
源
4

で
あ
る

こ
と
は
、
一
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

夏
場
は
、
一
年
の
う
ち
で
最
も
水
を

多
く
使
う
季
節
で
す
。
い
ま
一
度
、
暮

ら
し
の
小
の
水
の
大
切
さ
を
見
直
し
ま

し
ょ
う
。

節
水
に
ご
協
点
く
だ
さ
い
。

本
紙
五
月
号
七

ペ
ー
ジ
固
定
資
産

評
価
委
員
・
戒
川
の
徳
田
敬
四

郎
さ
ん
は
徳
間
平
八
郎
さ
ん
、

十
-
一
ペ
ー
ジ
職
員
録
建
設
訟
芹

記
・
宮
下
把
久
重
は
主
事
の
誤

り
で
し
た
の
で
訂
正
し
て
お
詫

び
し
ま
す
。

画
困

広報ながはま

「天は二物を与えず」 たし

か新ー万円札の顔になる福沢

諭吉の言だったろう。 I色男

金とカはなかりけり」という

古川柳もある。人聞が社会生

活を 営 む 以 上 そ うそう自分ば

かり何もかも与えられて満足

ーするとし、うことは;言午さる dてく

もないム七夕様と書いてなぜ

たな lまたさまと言売むのか、了

{共のごろはどうしても合点が

し寸志なかった。牽牛と織女の

恋人[，iJ士 が 七 月 七日の夜に天

の川を渡って年に一度の主主瀬

を許されるので七夕の文字が

当てられるのを知 ったのは大

分後のこと。それ も雨が降る

と天の川が洪水 eiIJi監するの

で渡れなくなるの正その年

のデートはパーになるムまこ

とにやる瀬ない話だが人生に

はこのような憂き目が充満し

ている。営々と長年かけて築

いた地伎や名誉や財が一瞬に

してノfーになるこ ともよくあ

る話だ。まさに天は二物を勺ー

えず、油断をしていると台風

や豪雨に何もかも持ってし、って

しまわれる 7う、も知れないA 七

月は七夕の月であると共に雨

の恐い季節、一二物を与えずど

ころか一物もなく なる恐れが

ある。我我の蓄積したすべて

のものに対しでもうー疫細か

い点、殺といぎというときの備

えが必要であろう。

今
年
も
ま
た
暑
い
一
夏
が
や
っ
て
き
ま

し
た
。
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
で
快
適
な

夏
を
過
ご
し
た
い
も
の
で
す
ね
。

と
ご
ろ
で
、
過
日
長
浜
中
学
校
で
愛

詩
班
活
動
推
進
集
会
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

愛
護
班
活
動
と
は
、
地
域
の
お
と
な
た

ち
が
地
域
の
子
ど
も
た
ふ
り
を
守
り
育
て

る
た
め
に
、
十
人
か
ら
-
一
十
人
の
小
集

団
を
つ
く
っ
て
、
子
ど
も
会
育
成
、
一
小

良
化
防
止
な
ど
の
活
動
を
す
る
お
と
な

の
実
践
集
日
を
い
い
ま
す
の

地
域
の
親
が
和
に
な
っ
て
、
「
お
は
よ

う
」
「
あ
り
が
と
う
」
「
し
つ
れ
い
し
ま

す
」
「
す
み
ま
せ
ん
」
の
「
な
あ
し
す
運

動
」
を
展
開
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

み
ん
な
で
チ
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成

を
図
り
、
明
る
い
町
づ
く
り
を
推
進
し

て
い
き
た
い
も
の
で
す
。
一
む
)

数

人口をふやしましょう

6月 1日現在 前月との比較

12，377人 43人減 | 
人 口 (男 5.861人) ( 22人械)

女 6句 516人 21人減

世帯数 3，865世r併 7世帯減

帯世口人


